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研究成果の概要（和文）： 

  本研究では、日本と韓国における周辺国(民)に対する認識を、地政学的空間(世界)認識及び
ナショナル・アイデンティティの構築との関連で解明することを目的とし、主にメディア言説
を分析対象として、言説分析、受け手分析を行った。その結果、他国（民）への認識が、両者
関係のみに左右されず、周辺の様々な他者との関係により影響されることや、当事者及び重要
な他者を含む地域の情勢等についての認識、つまり地政学的世界認識にも影響されることを主
張した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

 In this research, I aimed to clarify how the perceptions of neighboring countries in 
Japan and Korea have been interlinked and mutually influenced in complicated ways 
being affected by the changes of geographical worldviews and national identities in 
each country. Base on reviews of the literature and the case studies, I argue that the 
perceptions of neighboring countries or people in both countries have been influenced 
not only by bilateral or mutual relation but also by multilateral relations of 
neighboring countries and the changes of geographical or geopolitical worldviews and 
national identities in each country.  
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１．研究開始当初の背景 

 

 本研究では、日本と韓国における周辺国

（民）に対する認識（イメージ・表象）がそ
れぞれどのような相関・影響関係にあるのか
を、地政学的空間（世界）認識及びナショナ
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ル・アイデンティティの構築との関連で解明
しようとした。 

他国・国民に対する認識やイメージ、表象
については多くの研究の蓄積がある。しかし、
日本、韓国、中国、そして欧米（とりわけ、
米国）をも含めた多国間（multi-lateral）関係
のなかで、他国認識を問うた研究はそれほど
多くなかった。それは、これまでの研究が、
重層的な地政学的空間への位置づけを欠き
ながら、すすめられてきたからであろう。す
なわち、韓国における日本、中国、米国への
認識が、相互にどのような関係性を有しなが
ら、成立し、変容していったのかなどの問題
が、十分に解明されていないのである。 

他国（民）への認識が、両者関係のみに左
右されず、周辺の様々な他者との関係により
影響されることや、当事者及び重要な他者を
含む地域の情勢等（コンテクスト）について
の認識、つまり地政学的世界認識にも影響さ
れることを考慮すれば、他者認識の複雑さや
両義性、その表象における多様な局面を総合
的に理解し、さらに将来への予測も可能にな
ると、本研究は想定した。そして、また、他
者認識を近代国家としてのナショナル・アイ
デンティティとの関連性のなかで、把握しよ
うとした。つまり、他国や他国民に対する認
識、イメージとは、それとの対比において描
かれ、認識される自画像＝アイデンティティ
と対をなすものである、という視点であった。 

 

２．研究の目的 

 

  日本と韓国における周辺国（民）に対する
認識（イメージ・表象）がそれぞれどのよう
な相関・影響関係にあるのかを、地政学的空
間（世界）認識及びナショナル・アイデンテ
ィティの構築との関連で解明することを目
的とした。 

 

３．研究の方法 

 
  以下の三つのアプローチから研究を展開
した。 
  第一に、日本と韓国における他国・他国民
への認識、イメージ、表象に関する先行研究
および調査結果から、その時系列な把握を試
みながら、地政学的状況への認識と「複数の
周辺国」に対する認識の相関、影響関係を明
らかにする。既存の研究文献、日本と韓国に
おける対外認識調査の結果を収集し、国際情
勢および国内政治状況、そして、日韓それぞ
れにおける周辺国および地政学的情勢に対
する認識についての調査結果を時系列で把
握し、それらの関連・影響関係を探求する。
具体的には、主要なメディアや世論調査機関、
政府などが実施する調査の結果および関連
の学術論文が分析対象となるが、そのほかに

も、新聞などのジャーナリズム、そして文学
作品、映画、テレビドラマといったポピュラ
ーカルチャーに表れた他者認識の質的分析
を加えることによって、より総合的なリアリ
ティを把握しようとした。 

第二に、研究期間中においても、両国におけ
る新聞、放送、映画について、「周辺国（民）
の表象」に着目して、資料の収集と分析を実
施した。可能な限り、重要な時期や局面を抽
出し、全体の時系列的な傾向や特徴の把握を
試みた。 

第三に、受け手分析として、日本と韓国の両
方において、メディアでの「周辺国（人）表
象」がいかに受け止められているのかについ
ての「解読過程」の調査（＝「意識調査」）
も試みた。大学生及び社会人など幅広い層を
対象に聞き取り調査を実施した。また、分析
対象として、近年、普及が加速され、「もう
一つの言論(alternative media)」として注目
を集めているインターネットの掲示板など
にも注目した。以上のような分析方法を用い
て、統計資料としては存在しない、また統計
資料だけでは見えない部分を浮かび上がら
せようとした。 

 
４．研究成果 
 
初年度においては、先行研究の整理及び分

析を中心に行い、内容分析（言説分析）や受
け手分析については、パイロット的な調査を
行いつつ、翌年度以降の本格的な調査のため
の設計に集中した。具体的には、各種メディ
ア、世論調査機関、政府関連機関による調査
結果などを収集分析し、時系列及び相関・影
響関係を解明する作業を展開した。本研究の
ために収集した各種メディア・データーを用
いた実証分析の結果の一部を、雑誌論文や学
会発表の形で発表した。 
  2年目の 2011 年度においては、初年度から
の先行研究の整理及び分析を継続しつつ、事
例分析を中心に展開した。また、各種メディ
ア、世論調査機関、政府関連機関による調査
結果などを収集分析し、時系列及び相関・影
響関係を解明する作業も継続して取り組ん
だ。研究成果としては、雑誌論文や学会発表
の形で発表した。 
 一つのパイロット事例として、「高校無償
化政策」をめぐる世論の動向についての学会
発表では、受け手分析の一環として、インタ
ーネット空間の世論の分析にも取り組んだ。 
 研究開始 2年目からは、「テレビは歴史を
語れるか」というタイトルで、『放送レポー
ト』誌上で連載を開始したが、ここでは「（日
本の）開港 150 周年」、「日韓併合 100年」
を記念して放送される日本側のテレビ番組
の内容分析（言説分析）の成果を、放送業界
及び一般読者向けに書いた。約 2 年間の連載



 

 

で取り上げたテーマは、「日本の台湾領有と
その後の歴史認識」、「韓国併合」、「3.1
独立運動と親日派」、「戦時動員」、「志願兵・
女子勤労挺身隊員・特攻隊員」、「在日コリア
ンの戦後」などであったが、いずれの連載に
おいても、戦前・戦後の現代史を語る際の「自
画像と他者認識の関連」を意識して分析に取
り組んだ。また、 韓流ブームのなかの日本
側の韓国認識にも注目し、マスメディアやネ
ット上の言説を比較検討し、同時に、東日本
大震災後の状況に注目し、内外の報道の分析
やニュース受容分析を行った。分析の結果、
「ナショナル・アイデンティティと他者認
識」は、かつてのようなナショナルな物語（ナ
ラティブ）の影響が際立つという状況ではな
くなりつつあるという現実が窺えた。グロー
バル化の影響や、階層化の深化といった社会
全体の変化や、メディアの生態の変化などが
原因として挙げられるが、一方で、地上波テ
レビや全国紙といったナショナルなパブリ
ックを構成する空間においては、依然として
ナショナルなナラティブが支配的である現
実もみられた。 
 主に英語圏の学会で発表した研究成果は、
日本側の米国、西洋、アジア認識の問題群に
ついてであったが、国内で発表してきた論考
と総合する形で、単著としての出版を目指し
たい。 
  以上のような先行研究への総合的なレビ
ュー及び実証分析の結果をもとに、本研究で
は、他国（民）への認識が、両者関係のみに
左右されず、周辺の様々な他者との関係によ
り影響されることや、当事者及び重要な他者
を含む地域の情勢等（コンテクスト）につい
ての認識、つまり地政学的世界認識にも影響
される、といった研究仮説を立証し、他者認
識の複雑さや両義性、その表象における多様
な局面を総合的に理解することに一定の寄
与をした。 
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